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Ⅲ 試 薬 と 装 置
H-1 試薬
試薬は和光純薬工業K.K製の原子吸光分析用標準液 (1,000 ppm)を用いた。
<カル シウム> Factor,1.00 CaC12in lN Hα
<マグネシウム> Factor,0,995 A/1gC12 in Water
<   鉄  > Factor,1.01 FeC19 in o,lN HCl
































Ⅳ 実 験 と 考 察
実験 (IV-1～IV 6)に用いた試料は,標準液より調製 したものであって,各試料の濃度は ,
カルシウムかよび鉄 l ppm,マグネシウム0.l ppm,マンガン0,5 ppmである。
IV-1 アセチレン流量と吸収の関係
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第2図 空気流量と吸光度
IV-2 空気流量と吸収の関係
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第4図 バーナーヘッド回転角と吸光度
Ⅳ■4 バーナーヘッド回転角と吸収の関係
アセチレン流量 (2.5 7min),空気流量 (14.0 7min)を一定として,バー チー高さ2の位置





て感度を下げて分析を行なうことができるといえよう。             .
IV 5 ランプ電流と吸収の関係
ランプ電流を高 くするにど一般には分析感度が低下する (中川ほか,1972)。 ランプ電流を
高くするとランプ寿命が急速に短かくなるため,可能な限り低い電流で測定する方が有利であ
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V他 の 分 析 法 との比較
カルシウムおよびマンガンについて,原子吸光分析法と他の分析法との比較を行なった。原
子吸光分析法の測定条件は次の通 りである。アセチレン流量 2.5 7min,空気流量 14,0 7min,
バーナー高さ2,バーナーヘッド回転角O°,カルシウムランプ電流7mA,マンガンランプ電
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ExaninatiOns into the conditiOns of measurement with the atOnlic absOrptiOn spectrophotometer
(Hitachi 208 type)were experimelltally carried Out,SOme appropriate cOnditiOns were decided
on the determinatiOns Of calciunl,inanganese,rnagnesian and irOn, and they are sho■vn in Fig.1-6.
FurthermOre,the experimelatal results with calcium and manganese by the atOmic absorption
spectrophotometry、vere in goOd agreelnent、vith those by the other rnethOds.
